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【緒言】固体高分子形燃料電池のコスト削減のため、電極反応触媒である白金の担体として垂直 

配向カーボンナノチューブ(VA-CNT)の利用が提案されている 1)。そこで我々は Langmuir-Blodgett

（LB）法を用いて薄膜を基板に担持し、燃料電池への応用に適切とされる直径 20 nmϕ以下の VA-

CNT 合成および構造制御を目指している 2)。先行研究では触媒粒子として CoFe2O4を用いること

で CNT の長尺化に成功している 3)。しかし、Coは Niや Cuの副産物として生産されており、非

常に高価であるため、Coの使用量削減が求められている。そこで本研究では、触媒粒子として用

いる NiFe2O4ナノ粒子(NiFe2O4 NPs)を合成し、VA-CNTの合成および長尺化を試みた。 

【実験】触媒として自作した平均粒径 10.6 nmの NiFe2O4 NPs (CV=13%)を用いて作製した LB膜

から熱化学気相(CVD)法により CNTを合成した。キャリアガスとして Ar,原料ガスには C2H2を用

いた。その際、CVD条件を変えて CNTを合成し、SEMによる VA-CNTの成長性の評価を行った。 

【結果と考察】Fig. 1 の(a)および(b)に NiFe2O4 NPs の TEM 像および粒径分布を示す。粒径が 20 

nmϕ以下である 10.6 nmϕの NiFe2O4 NPs合成に成功した。また、作製した CNTの SEM像(Fig. 2)

より、VA-CNTの成長が確認できた。当日は、CVD条件を変えた際の VA-CNTの成長性の変化に

ついて議論を行う予定である。 

 

 

Fig. 1. Charactarization of NiFe2O4 NPs. 

(a) TEM image, (b) Particle size distribution. 

Fig. 2. SEM images of VA-CNT. 
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